
執
金
剛
に
つ
い
て
観
世
音
菩
薩
普
門
品
は
応
下
以
二
執
金
剛
身
一

得
度
上
者
即
現
一
執
金
剛
身
一
而
為
説
し
法
（
１
）
と
示
す
だ
け
で
、

執
金
剛
身
の
何
た
る
か
を
説
明
し
て
は
い
な
い
。
正
法
華
経
も
金

剛
神
（
２
）
と
示
す
だ
け
で
、
梵
文
は
ぐ
ｇ
国
風
巳
菌
冒
昌
習
‐

倒
日
３
算
ぐ
目
御
召
ぐ
旦
国
息
色
目
冨
箇
回
彦
閏
日
四
日
号
笛
冒
感

（
３
）
と
語
り
、
執
金
剛
は
ぐ
昌
国
忌
包
の
訳
で
あ
る
こ
と
が
解

る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
で
法
華
経
以
外
の
経
典
に
依
る
と
増

一
阿
含
経
巻
翠
の
須
陀
品
の
須
摩
提
女
の
物
語
の
中
に
、
仏
が
悪

竜
王
に
会
う
と
竜
王
は
密
通
力
士
等
を
見
て
帰
命
し
た
（
４
）
と

あ
り
、
密
通
金
剛
力
士
在
二
如
来
後
一
手
執
二
金
剛
杵
一
・
…
処
二
虚
空

仏
即
ち
い
く
万
億
の
仏
さ
ま
の
カ
ン
ゲ
キ
・
サ
ン
タ
ン
・
ハ
ゲ
マ

シ
・
授
記
・
供
養
等
と
精
一
ぱ
い
の
激
励
が
之
に
こ
め
ら
れ
て
い

る
。
私
題
の
口
語
訳
と
い
う
の
は
、
む
つ
か
し
い
問
題
を
ほ
ど
解

い
て
易
し
く
説
く
こ
と
、
由
比
浜
師
弟
お
別
れ
の
浪
揺
り
節
の
よ

畠
ノ
に
。

執
金
剛
に
つ
い
て

望
月
海
淑

中
一
・
在
二
如
来
上
一
・
（
大
正
２
Ｐ
ｍ
ｇ
下
）
長
阿
含
経
巻
哩
の
阿

摩
昼
経
に
は
、
仏
の
三
度
の
質
問
に
摩
納
が
答
え
な
い
の
で
、
密

通
力
士
手
執
二
金
杵
一
在
一
香
左
右
一
。
当
即
下
破
二
汝
頭
一
為
中
七
分
と
。

時
密
通
力
士
手
執
一
釜
杵
一
。
当
一
摩
納
頭
上
虚
空
中
立
一
。
の
で
摩

納
は
驚
い
て
語
っ
た
（
５
）
と
あ
る
。
密
通
力
士
は
ぐ
旦
国
忌
負

の
訳
で
、
金
剛
力
士
と
同
一
で
あ
る
が
、
大
宝
積
経
巻
八
の
密
通

金
剛
力
士
会
に
於
し
是
金
剛
力
士
。
名
日
二
密
通
一
。
住
二
世
尊
右
一

手
執
二
金
剛
一
。
（
６
）
と
あ
る
の
で
異
論
は
な
か
ろ
う
。
即
ち
執

金
剛
は
仏
の
傍
に
ひ
か
え
、
仏
を
害
し
、
仏
の
意
を
承
け
よ
う
と

し
な
い
も
の
を
し
て
、
心
素
直
に
教
え
を
承
け
さ
せ
よ
う
と
す
る

務
め
を
も
っ
て
い
る
力
士
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し

て
、
法
意
太
子
日
。
吾
自
要
誓
諸
人
成
二
得
仏
一
時
。
当
作
二
金

剛
力
士
一
。
常
親
二
近
仏
一
在
二
外
威
儀
一
。
省
一
諾
如
来
一
切
秘
要
一
。

常
委
託
依
。
普
聞
一
二
切
諸
仏
秘
要
密
迩
之
事
一
。
信
楽
受
憲
不

懐
一
疑
結
一
。
（
７
）
と
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
執
金
剛
の
暴
威
も

仏
の
教
え
を
信
ず
る
素
直
な
心
を
お
こ
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
。
（
８
）

法
華
経
に
は
若
仏
滅
後
於
一
悪
世
中
一
能
説
二
此
経
一
是
則
為
し

難
（
９
）
と
い
い
数
盈
見
捜
出
（
ｍ
）
等
含
と
示
さ
れ
る
が
、
こ

れ
は
法
華
経
の
弘
通
者
が
ど
の
よ
う
な
立
場
に
お
か
れ
る
か
を
示

す
も
の
で
、
そ
れ
が
難
事
で
あ
れ
ば
こ
そ
後
分
法
華
経
（
、
）
に
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示
さ
れ
る
弘
通
者
へ
の
守
護
と
賞
讃
と
が
重
大
な
意
味
合
い
を
持

つ
に
至
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
仏
教
美
術
の
面
か
ら
見
る
と
、
イ
ン
ド
出
土
の
彫
刻
の

中
に
は
二
・
三
の
執
金
剛
像
が
見
出
せ
な
い
（
皿
）
の
に
、
ガ
ン

ダ
ー
ラ
出
土
か
ら
は
非
常
に
沢
山
な
執
金
剛
像
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
釈
尊
の
教
化
は
マ
ヵ
ダ
、
コ
ー
サ
ラ
等
の
国
を
中
心
に
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
は
カ
ニ
シ
ヵ
王
（
咽
）
の
築

城
に
負
う
後
発
の
地
で
あ
っ
た
。
気
候
温
暖
と
い
わ
れ
た
こ
の
地

も
、
ヵ
’
一
シ
カ
の
古
都
・
砂
漠
の
中
の
パ
ル
プ
に
較
べ
て
の
上
の

こ
と
で
、
仏
教
の
故
郷
か
ら
見
れ
ば
、
か
な
り
厳
し
い
地
で
あ
っ

た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
気
候
風
土
の
条
件
が
仏
の
寛
容
の
精

神
の
上
に
、
拒
否
と
い
い
、
迫
害
を
の
り
超
え
る
厳
し
さ
を
求
め

執
金
剛
造
像
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
可
能
に

し
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
第
二
は
ギ
リ
シ
ャ
・
ペ
ル
シ
ャ

文
化
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
（
皿
）

Ｂ
Ｃ
函
喝
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
。
〈
キ
ス
タ
ン
侵
入
で
ガ
ン

ダ
ー
ラ
美
術
は
始
ま
る
（
妬
）
と
い
わ
れ
る
が
Ｂ
Ｃ
２
世
紀
か
ら

函
ｇ
年
間
こ
の
地
は
バ
ク
ト
リ
ァ
・
ギ
リ
シ
ャ
人
の
版
図
と
な
り

（
焔
）
Ａ
Ｄ
蛆
ク
シ
ャ
ー
ナ
の
カ
ー
ピ
セ
ー
ス
一
世
は
ガ
ン
ダ
ー

ラ
に
入
り
、
そ
の
三
世
カ
ニ
シ
ヵ
王
の
時
に
仏
教
芸
術
の
花
が
咲

き
誇
っ
た
と
い
う
。
従
っ
て
こ
の
地
の
仏
教
芸
術
は
イ
ン
ド
の
マ

ツ
ー
ラ
の
そ
れ
と
は
質
を
異
に
し
て
、
髭
を
持
ち
通
肩
の
衣
服
の

仏
陀
像
な
ど
西
方
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ゴ
ル

ト
（
Ⅳ
）
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
芸
術
の
制
作
過
程
を
四
期
に
分
け
て
い

る
が
、
そ
の
一
期
に
属
す
る
と
せ
ら
れ
る
も
の
に
は
、
釈
尊
と
同

じ
大
き
さ
の
執
金
剛
が
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ

て
こ
の
像
は
小
さ
く
な
り
釈
尊
の
影
に
か
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
れ
は
最
初
は
対
等
な
立
場
で
あ
っ
た
仏
教
と
交
流
し
た
西
側
的

思
考
が
や
が
て
仏
教
を
盛
り
立
て
る
も
の
に
変
っ
て
い
た
こ
と
を

暗
示
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
西
側
的
思
考
と
い
っ
た
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ハ
ッ
ダ
に
あ
る
執
金
剛
は
ま
さ
し
く
ギ
リ
シ
ャ
人

の
顔
で
あ
る
。
何
故
か
。
執
金
剛
が
持
つ
金
剛
杵
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
或
は
雷
の
意
で
あ
る
。
雷
は
イ
ン
ド
ラ
神
（
帝
釈
天
）
の
こ
と

で
、
ぐ
鼻
息
画
包
は
帝
釈
天
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
（
咽
）
が

帝
釈
天
な
ら
ば
ギ
リ
シ
ャ
的
風
貌
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ギ
リ

シ
ャ
に
そ
れ
を
求
め
る
と
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
英
雄
ヘ
ラ
ク
レ
ス

は
髭
を
は
や
し
手
に
サ
ン
ダ
ー
ポ
ル
ト
（
雷
）
を
持
っ
て
描
か
れ

ハ
ッ
ダ
の
執
金
剛
と
酷
似
し
て
い
る
。
そ
の
上
カ
ー
ブ
ル
博
物
館

に
は
左
手
に
金
剛
杵
、
右
手
に
サ
ン
ダ
ー
ボ
ル
ト
を
持
っ
た
ギ
リ

シ
ャ
風
貌
の
執
金
剛
像
が
見
ら
れ
る
の
で
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
芸
術
で

の
執
金
剛
は
ヘ
ラ
ク
レ
ス
を
持
っ
て
表
現
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
せ
る
節
が
濃
厚
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

(〃9）



釈
尊
を
守
り
、
教
え
に
害
を
な
す
者
を
擢
滅
さ
せ
、
鋭
意
さ
せ

弘
通
者
に
確
な
拠
り
所
を
与
え
る
た
め
に
は
、
強
力
無
双
の
人
物

を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
東
西
文
明
の
合
流
の
地
ガ
ン
ダ

ー
ラ
は
執
金
剛
の
造
像
に
お
い
て
そ
れ
を
具
体
化
し
よ
う
と
し
た

も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
観
世
音
菩
薩
普
門
品
等
の

経
典
の
中
に
も
入
れ
ら
れ
、
中
国
・
日
本
と
一
般
化
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
こ
の
一
文
作
製
に
関
し
て
天
台
宗
の
葉
上
照
澄
長
脇
に
多
大
な

御
指
示
を
得
ま
し
た
。
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
）

註
（
１
）
（
２
）
（
３
）
大
正
九
・
５
７
中
、
１
２
９
下
、
斎
９
４
４
４

（
４
）
大
正
二
・
６
６
３
下
（
５
）
大
正
一
・
８
３
上
（
６
）
（
７
）

大
正
十
一
・
４
３
中
（
８
）
大
正
十
二
・
６
２
０
中
、
大
正
十
六
・

５
６
０
中
（
９
）
大
正
九
・
３
４
上
、
１
０
４
下
、
雨
目
２
５
３

（
皿
）
同
上
３
６
下
、
１
０
７
上
、
２
７
４
（
、
）
本
田
義
英
・
法

華
経
論
、
布
施
浩
岳
・
法
華
経
成
立
史
（
廻
）
マ
ッ
ー
ラ
出
土
（
ニ

ュ
デ
リ
ー
慨
口
の
仏
座
像
に
執
金
剛
が
見
ら
れ
、
類
似
し
た
像
が
カ
ル

カ
ッ
タ
博
に
も
あ
る
が
、
執
金
剛
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
も
う

一
点
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
あ
る
と
い
う
。
（
過
）
王
の
即
位
年
代
は

Ａ
Ｄ
７
８
、
１
４
４
，
２
７
８
説
等
あ
る
。
（
皿
）
高
田
修
・
仏
像
の

起
源
外
（
晦
）
西
川
幸
治
・
曾
野
塞
彦
・
死
者
の
丘
浬
梁
の
塔
外

（
お
）
こ
の
頃
の
メ
ナ
ン
ド
ロ
ス
王
は
ミ
リ
ン
ダ
王
と
仏
教
徒
に
よ
ば

れ
、
弥
蘭
陀
王
問
経
が
知
ら
れ
て
い
る
。
（
Ⅳ
）
の
脚
且
闘
厨
口
画
昇

冒
甸
脚
蚕
切
冒
回
（
昭
）
南
伝
大
蔵
経
六
一
小
統
王
史
Ｐ
５
０
５
等

日
蓮
聖
人
の
教
学
は
、
本
門
寿
量
品
を
中
心
に
構
築
さ
れ
、
こ

と
に
真
の
一
念
三
千
の
成
立
を
、
「
然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
」

の
発
迩
顕
本
の
文
に
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
人
が
本
門
法
華
ｌ
寿
鐙
品
の
一
品
二
半
を

教
義
・
信
仰
の
根
底
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、
釈
尊
の
久
遠

実
成
の
開
顕
が
、
如
何
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
か
、
改
め
て

確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寿
量
品
の
発
迩
顕
本
を
契

機
と
し
て
、
超
越
的
に
は
釈
尊
の
久
遠
性
・
絶
対
性
、
お
よ
び

そ
の
救
済
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
衆
生
と
の
必

然
的
連
関
性
も
開
顕
さ
れ
た
と
領
受
で
き
る
。
こ
の
発
迩
顕
本
の

問
題
は
、
宗
学
上
の
課
題
と
し
て
、
本
尊
論
、
顕
本
論
、
救
済
論

と
深
く
か
か
わ
り
を
も
ち
、
衆
生
の
立
場
か
ら
は
、
凡
夫
の
成
仏

論
で
あ
る
と
同
時
に
、
法
華
経
信
仰
者
と
し
て
の
信
行
の
あ
り
方

と
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
い
ま

一
つ
の
試
永
と
し
て
、
発
迩
顕
本
さ
れ
た
久
遠
実
成
の
釈
尊
１
寿

量
品
の
仏
を
、
日
蓮
聖
人
は
ど
の
よ
う
に
信
解
さ
れ
た
の
か
、
と

日
蓮
聖
人
の
仏
身
観北

川

前
肇

(ねO）


